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⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

私たちのテーマについて



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 活動のテーマ

▶ インクルーシブ防災をあたりまえに！

児童に「インクルーシブ防災」をテーマとした
防災教育授業を徳島県阿南市の⼩学校で実施し、指導者
向けのカリキュラム・教材・学習指導案を作成します。



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 活動のテーマに⾄った背景

この図からわかるように阿南市は
地震・津波による被害が甚⼤です。

阿南市の⾼齢者率は2023年度では約

30％でした。災害時、⾼齢者の避難
や避難所では⼤きな課題となります。



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 活動のテーマを実現するための取り組み

▶能登半島地震の⽣活再建調査に参加し、⾼齢世帯の
⽣活状況や災害時の困りごとを聞く。
▶⽣活再建調査で実際に聞いた災害時要援護者の困り
ごとを⼩学⽣に伝える。
▶HUGや個別避難計画の授業を通して、⼩学⽣に災害
時要援護者の⽴場になって考えてもらい、必要な⽀援
を理解してもらう。



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

これまでの活動報告



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 活動内容

能登半島地震
ボランティア

台湾
活動報告

防災授業①
阿南市⽴⼭⼝⼩学校

防災授業②
阿南市⽴中野島⼩学校
阿南市⽴橘⼩学校

５月・６月 ９月 12月 2月

ぼうさい甲⼦園



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 能登半島地震の⽣活再建調査

▶ 5⽉18〜19⽇、25〜26⽇、6⽉15〜16⽇にかけて⽯川県
被災⾼齢者等把握事業の「誰も取り残さない被災者サポー
トプロジェクト」に参加。

能登半島地震による被災者の孤⽴防⽌や、被災⽣活により
状態の悪化が懸念される在宅の⾼齢者等に対して、
個別訪問による早期の状態把握、必要な⽀援を届け、

安全な⽣活の再建をサポートするもの



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 能登半島地震の⽣活再建調査



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 能登半島地震の⽣活再建調査

▶ ⾼齢世帯（75〜84歳の独居世帯）を訪問し、
現在の⽣活状況や困りごとをお聞きしました。

活動を通して、被災者の⽅の思いや⽣活状況
のリアルを知ることが出来ました。



topic 能登半島地震の⽣活再建調査

▶困りごとの例

🌟罹災証明書の判定に納得がいかない
🌟罹災証明書の判定が準半壊以下だったので全く補助⾦が出ない
🌟家屋修繕、再建の⾒通しが⽴たない
🌟家の⽚付けが終わらない
🌟震災によって通院や買い物などの移動⼿段がなくなり⼤変
🌟制度が複雑で分からない

⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 能登半島地震被災地の様⼦



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 能登半島地震とインクルーシブ防災

能登半島地震での被災者⼀⼈ひとりに寄り添う活動を
経験したことで、⾼齢者は⾜が悪く避難に時間がかかる
こと、震災により⽇常⽣活の移動⼿段がなくなり避難
の⽅法がなくなってしまうことが分かった。

▶災害時や災害前の個別的な計画が重要である。

▶⼩学⽣にインクルーシブ防災の重要性を理解してもら
うために個別避難計画を学んでもらう。



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 能登半島地震とインクルーシブ防災

▶被災した災害時要援護者の現状を把握

☞インクルーシブ防災が当たり前の社会を作るためには
被災者の現状を発信して多くの⼈に知ってもらう必要がある。

☞防災教育授業で⼩学⽣にインクルーシブ防災の重要性を
理解してもらい、⾃分事として考えてもらうことでインクルー
シブ防災が当たり前の社会を実現するための先駆けとする。



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 台湾での活動

国⽴台湾海洋⼤学⽣の前でこれまで
私たちが⾏ってきた活動を報告し、
災害時の⾏動について意⾒交流を
⾏いました！



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 防災教育出前授業

▶ 9⽉20⽇に徳島県阿南市⽴⼭⼝⼩学校で防災出前授業を
⾏いました。

授業⽬標

〇要援護者の災害時の個別避難について考えよう！

〇学校周辺地域の⼟砂災害の危険性について理解し、
⾃分ならどこに避難するか考えよう！



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 授業内容（⼭⼝⼩学校）

▶能登半島地震についての学習

・具体的に災害時に要援護者が困ることを能登半島地震の例などを⽤いて理解
してもらう。
・実際に私たちが能登半島地震の⽣活再建調査を⾏ったことを説明し、⾼齢者等の
困りごとを具体的に説明することでインクルーシブ防災について興味を持ってもらう。

▶⼟砂災害についての授業

・実際の動画を⾒てもらい、⼟砂災害の危険性を理解してもらう。
・⼟砂災害警戒情報の説明し、命を守るための避難⾏動を知ってもらう。



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 授業内容（⼭⼝⼩学校）

▶学校周辺で災害時に危険な場所を⽰す

・⼭⼝⼩学校周辺のハザードマップを⾒てもらい、⼟砂災害警戒区域に
位置していることや要配慮者利⽤施設が近くにあることを知ってもらう。
・決められた避難所に無理やり移動するより、近くの頑丈な建物の⼆階
以上に避難するなどの判断をするほうが安全である場合もあることを理解
してもらう。



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 授業内容（⼭⼝⼩学校）

▶個別避難計画の作成

▶要援護者の災害時の個別避難について考えてもらう

・災害時要援護者にどのような配慮が必要なのか考えてもらう。

・災害時要援護者は⼀⼈で避難することは難しいため、誰かに⽀援してもらう必要がある。
・個別避難計画を作成することで、災害時の迅速な避難⽀援に繋げることができるという
ことを知ってもらい、個別避難計画の重要性について理解してもらう。



個別避難計画の授業

個別避難計画とは
★⾼齢者や障害者など⽀援を必要とする⼈たちの避難計画を
⼀⼈ひとりの状況に合わせて事前に作成しておき、災害時に
備えるもの。
★個別避難計画を事前に作成しておくことで、すぐに避難
⽀援ができ、⼀⼈でも多くの命を助けることにつながる。



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 個別避難計画の必要性

災害時要援護者は⼀⼈で避難することは難しいため、誰か
に⽀援してもらう必要がある。そのため、個別避難計画は、
⽀援者が要援護者の避難を⽀援するうえで、要援護者⼀⼈
ひとりに合わせた備えや⾏動を把握することができる。

▶⼩学⽣に個別避難計画を作成してもらうことで、災害時の迅速な
避難⽀援に繋げることができるということを知ってもらい、個別避難
計画の重要性について理解してもらう。



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 授業内容（⼭⼝⼩学校）

★個別避難計画の授業を通して、共助の視点を養い、
災害時要援護者が必要な⽀援への理解を深める。

★個別避難計画の授業を通して要援護者は⽀援が必要であること
を理解し、地域の⼈に当てはめて考えられるようにする。

▶授業のまとめ



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic ぼうさい甲⼦園

・12⽉21⽇に「ぼうさい甲⼦園」の表彰式・発表会
が兵庫県公館で⾏われました！

・今年度は、「能登半島地震の教訓を踏まえた
インクルーシブ防災教育の実現」をテーマに研究を
進め、奨励賞を受賞することができました🌟

・表彰式後は受賞者の皆さんと防災ワークショップ
を⾏い、意⾒交流をしました。



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 防災教育出前授業 今後の予定

▶ 2⽉4⽇と5⽇に徳島県阿南市⽴橘⼩学校、中野島⼩学校
で防災教育出前授業を⾏います。

授業⽬標

〇要援護者の災害時の個別避難について考えよう！

〇災害時要援護者が災害時の避難の際、どのような
避難経路を通り、何が必要なのか考えてもらう！



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 授業内容（橘⼩学校）

▶能登半島地震についての授業

・令和6年能登半島地震での地震や津波について学ぶ。
・実際の避難所の様⼦について紹介することで、イメージを持ってもらう。

▶災害時要援護者についての授業

・災害時要援護者とはどのような⼈か、どのようなことに困るのかを
知ってもらう。



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 授業内容（橘⼩学校）

▶災害時要援護者 個別避難計画ワークショップ

・必要な物資を考えてカードを選び、その理由を
ワークシートに記⼊することで、必要な⽀援について考える。

橘⼩学校 防災授業ワークシート

災害時要援護者が何に困るのかを考え、どのような⽀援が
必要なのか考える⼒を⾝に着けることができる。



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 授業内容（中野島⼩学校）

▶能登半島地震被災地での活動経験を通しての授業

・能登半島地震被災地でのボランティア活動（被災⾼齢者等把握事
業）を通して個別避難計画の重要性について知ってもらう。

▶川の氾濫、⽔害についての授業

・⼩学⽣に氾濫の危険性について理解してもらう。
・氾濫がおこるとどんな場所が危険なのかを理解してもらう。
どこまで⽔につかるのかを理解してもらう。



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic 授業内容（中野島⼩学校）

▶⽔害、インクルーシブに関するクロスロード

・事前にハザードマップを確認しておくことや、避難するタイミング
などを考えておくことが⼤切であると知ってもらう。
・災害時要援護者などの避難についてのクロスロードを通して、
避難についてインクルーシブな避難について知ることができる。

▶⽔害時要援護者個別避難計画ワークショップ

・必要な物資を考えてカードを選び、その理由をワークシートに記
⼊することで、必要な⽀援について考える。



⽯原ゼミ 防災教育プロジェクト

topic さいごに

▶今年度の活動を通して、児童が災害時要援護者への接し⽅につ
いて考えるきっかけを与えることができた。

▶引き続きインクルーシブ防災授業を阿南市の⼩学校で実施する
ことで、家庭や地域への波及を⽬指します。

▶地域住⺠を対象にしたワークショップの実施はできなかったた
め、今後の課題とする。



最終報告を終わります。
ご清聴ありがとうございました！


